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(57)【要約】
【課題】ライブビュー表示状態から撮影する場合に、タ
イムラグが少なく、かつ高精度に焦点調節を行なうこと
のできる撮影装置および撮影装置の制御方法を提供する
。
【解決手段】液晶モニタ２６でライブビュー表示中にレ
リーズ釦２１の半押しがなされると、第１の合焦精度で
コントラストＡＦがなされる。また、マクロレンズが装
着され（＃２４２）、またはマクロモードが設定され（
＃２４３）、かつ撮影倍率が所定より大きい場合には（
＃２４５）、近距離フラグに１が設定される（＃２４６
）。近距離フラグに１が設定されると、より高精度の第
２の合焦精度でコントラストＡＦがなされるまで（＃２
７７）、レリーズ釦２１の全押し操作を受け付けない（
＃２８３、＃２８５）。
【選択図】　図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズを介して入射した被写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写
体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、
　上記撮像手段で取得した画像データを用いてライブビュー表示動作を行う表示手段と、
　上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記画像データから上記被写体像のコントラ
スト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを第１の合焦許容範囲
内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、
　上記コントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い
第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段と、
　上記撮影レンズが被写界深度の浅い領域でピントを合わせているか否かを判別する判別
手段と、
　上記ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦の半押し操作が行われた場合には、上
記判別手段の判別結果に基づいて、上記第１のコントラストＡＦ手段によって上記第１の
合焦許容範囲に上記撮影レンズを導くか、さらに上記第２のコントラストＡＦ手段によっ
て上記第２の合焦許容範囲まで上記撮影レンズを導くかを選択する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする撮影装置。
【請求項２】
　上記判別手段は、上記撮影レンズの撮影倍率と所定の倍率とを比較し、または上記撮影
レンズの被写体距離と所定の距離とを比較することにより、近距離側にピントを合わせて
いる場合に、被写界深度が浅い領域にあることを判別することを特徴とする請求項１に記
載の撮影装置。
【請求項３】
　上記制御手段は、さらに上記撮影レンズがマクロレンズか、またはマクロモードかを判
別することを特徴とする請求項１に記載の撮影装置。
【請求項４】
　上記制御手段は、上記判別手段によって、上記撮影レンズが被写界深度の浅い領域でピ
ントを合わせていると判別された場合には、上記第２のコントラストＡＦによって上記撮
影レンズを上記第２の合焦許容範囲内に導かせることを特徴とする請求項１に記載の撮影
装置。
【請求項５】
　撮影レンズを介して入射した被写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写
体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、
　上記撮像手段で取得した画像データを用いてライブビュー表示動作を行う表示手段と、
　上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記画像データから上記被写体像のコントラ
スト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを第１の合焦許容範囲
内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、
　上記コントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い
第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段と、
　上記撮影レンズの種別、または撮影モードを判別する判別手段と、
　上記ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦の半押し操作が行われた場合には、上
記判別手段の判別結果に基づいて、上記第１のコントラストＡＦ手段と上記第２のコント
ラストＡＦ手段のいずれか一方を選択する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする撮影装置。
【請求項６】
　上記制御手段は、上記判別手段によって、マクロレンズまたはマクロモードであること
を判別した場合には、上記第２のコントラストＡＦ手段を選択することを特徴とする請求
項５に記載の撮影装置。
【請求項７】
　撮影レンズを介して入射した被写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写
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体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、
　上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記撮像手段で取得した画像データを用いて
ライブビュー表示動作を行う表示手段と、
　上記撮像手段で取得した画像データから上記被写体像のコントラスト情報を求め、この
コントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを合焦位置に移動させるコントラストＡＦ手
段と、
　上記被写体光束を受光して上記撮影レンズの焦点ズレ量を位相差方式で検出し、その検
出結果に応じて上記撮影レンズを合焦位置に移動させる位相差ＡＦ手段と、
　上記撮影レンズが近距離側にピントを合わせているか否かを判別する判別手段と、
　上記ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦の半押し操作が行われた場合には、上
記コントラストＡＦ手段による焦点調節動作を実行し、その後、レリーズ釦の全押し操作
が行われた場合には、上記位相差ＡＦ手段による焦点調節動作を実行するように制御する
制御手段と、
　を具備しており、
　上記制御手段は、上記判別手段によって上記撮影レンズが近距離側にピント合わせを行
っていると判別された場合には、上記位相差ＡＦ手段による焦点調節動作を実行しないよ
うに制御することを特徴とする撮影装置。
【請求項８】
　上記コントラストＡＦ手段は、
　上記画像データから上記被写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に
基づいて上記撮影レンズを第１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、
　上記コントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い
第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段と、
　とから構成され、
　上記制御手段は、上記ライブビュー表示動作中に、上記判別手段によって上記撮影レン
ズが近距離側にピント合わせを行っていると判別された場合には、上記第２のコントラス
トＡＦ手段によって上記第２の合焦許容範囲内に合焦するまでは、レリーズ釦の全押し操
作がなされても撮影動作への移行を禁止する
　ことを特徴とする請求項７に記載の撮影装置。
【請求項９】
　ライブビュー表示動作の継続中にレリーズ釦の半押し操作がなされたら、被写体像デー
タから得られるコントラスト情報に基づいて撮影レンズの焦点調節動作を行い、その後、
上記レリーズ釦の全押し操作がなされたら、撮影動作の実行に先立って位相差方式によっ
て上記撮影レンズの焦点ズレ量を検出し、その検出結果に基づいて上記撮影レンズの焦点
調節動作を行う撮影装置の制御方法において、
　上記ライブビュー表示動作の実行中であって、ライブビュー表示の動作中に、レリーズ
釦の半押し操作が行われた場合に、上記撮影レンズが、被写界深度の浅い領域でピントを
合わせている際には、上記コントラスト情報に基づいて高精度で焦点調節動作を実行し、
その後、レリーズ釦の全押し操作が行われた場合には、上記位相差方式による焦点調節動
作を禁止するようにしたことを特徴とする撮影装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ライブビュー表示機能を有するデジタルカメラに関し、詳しくは、撮像素子で
取得した画像を表示装置に表示する所謂ライブビュー表示機能（スルー画表示機能、電子
ファインダ機能とも言う）を有し、このライブビュー表示中の画像信号を利用して撮影レ
ンズの焦点調節が可能な撮影装置および撮影装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来のデジタルカメラにおいては、被写体像の観察は、光学式ファインダにより行ってい



(4) JP 2009-48126 A 2009.3.5

10

20

30

40

50

た。しかし、最近では、光学式ファインダをなくし、または光学式ファインダと共に撮像
素子で取得した画像を、被写体像観察用に液晶モニタ等の表示装置によって表示するライ
ブビュー表示機能付きのデジタルカメラが市販されている。
【０００３】
このようなライブビュー表示機能付きのデジタルカメラは、撮像素子で取得される被写体
画像がそのまま表示されることから観察し易く便利である。しかしながら、デジタル一眼
レフカメラにおいて、ライブビュー表示を行なうためには、撮影光路内に配置された可動
ミラーを一旦光路外に退避させることから、ライブビュー表示中においては、可動ミラー
に付設されたサブミラーで反射された被写体光束を用いて撮影レンズの焦点ズレ量を検出
するようにした従来の位相差方式によるＡＦ（Auto focus）機構が使用できなくなってし
まう。
【０００４】
例えば、特許文献１には、撮像素子からの画像信号に基づいてコントラスト情報を検出し
てＡＦを行なうコントラストＡＦと、位相差方式ＡＦを併用するデジタル一眼レフカメラ
が開示されている。このデジタル一眼レフカメラは、ライブビュー表示を行なう際には、
コントラストＡＦのみによって撮影レンズのピント合わせを行うようにしている。
【特許文献１】特開２００１－２８１５３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
このように、ライブビュー表示を行なうデジタル一眼レフカメラにおいて、通常のコント
ラストＡＦで焦点調節を行なうとすると、次のような問題がある。すなわち、コントラス
トＡＦは山登り方式とも呼ばれ、画像出力のコントラスト値が最大となるポイントを探し
て撮影レンズを前後動させる必要があるため、合焦までに時間がかかる。また、レンズ交
換式の一眼レフカメラにおいては、１フレームごとに撮影レンズ側に画像信号のコントラ
スト情報を通信する必要があり、このためピント精度を高めようとすると通信回数が増加
し、さらに合焦までに時間がかかってしまう。また、撮影レンズの中には、マクロレンズ
のように無限端から繰り出し量が大きいものもあり、この場合も合焦時間が長くなってし
まう。
【０００６】
本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、ライブビュー表示状態から撮影
する場合に、タイムラグが少なく、かつ高精度に焦点調節を行なうことのできる撮影装置
および撮影装置の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記目的を達成するため第１の発明に係わる撮影装置は、撮影レンズを介して入射した被
写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを
出力する撮像手段と、上記撮像手段で取得した画像データを用いてライブビュー表示動作
を行う表示手段と、上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記画像データから上記被
写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを第
１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、上記コントラスト情報に基づ
いて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い第２の合焦許容範囲内に導く第
２のコントラストＡＦ手段と、上記撮影レンズが被写界深度の浅い領域でピントを合わせ
ているか否かを判別する判別手段と、上記ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦の
半押し操作が行われた場合には、上記判別手段の判別結果に基づいて、上記第１のコント
ラストＡＦ手段によって上記第１の合焦許容範囲に上記撮影レンズを導くか、さらに上記
第２のコントラストＡＦ手段によって上記第２の合焦許容範囲まで上記撮影レンズを導く
かを選択する制御手段を具備する。
第２の発明に係わる撮影装置は、上記第１の発明において、上記判別手段は、上記撮影レ
ンズの撮影倍率と所定の倍率とを比較し、または上記撮影レンズの被写体距離と所定の距
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離とを比較することにより、近距離側にピントを合わせている場合に、被写界深度が浅い
領域にある。
また、第３の発明に係わる撮影装置は、上記第１の発明において、上記制御手段は、さら
に上記撮影レンズがマクロレンズか、またはマクロモードかを判別する。
さらに、第４の発明に係わる撮影装置は、上記第１の発明において、上記制御手段は、上
記判別手段によって、上記撮影レンズが被写界深度の浅い領域でピントを合わせていると
判別された場合には、上記第２のコントラストＡＦによって上記撮影レンズを上記第２の
合焦許容範囲内に導かせる。
【０００８】
上記目的を達成するため第５の発明に係わる撮影装置は、撮影レンズを介して入射した被
写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを
出力する撮像手段と、上記撮像手段で取得した画像データを用いてライブビュー表示動作
を行う表示手段と、上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記画像データから上記被
写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを第
１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、上記コントラスト情報に基づ
いて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い第２の合焦許容範囲内に導く第
２のコントラストＡＦ手段と、上記撮影レンズの種別、または撮影モードを判別する判別
手段と、上記ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦の半押し操作が行われた場合に
は、上記判別手段の判別結果に基づいて、上記第１のコントラストＡＦ手段と上記第２の
コントラストＡＦ手段のいずれか一方を選択する制御手段を具備する。
第６の発明に係わる撮影装置は、上記第５の発明において、上記制御手段は、上記判別手
段によって、マクロレンズまたはマクロモードであることを判別した場合には、上記第２
のコントラストＡＦ手段を選択する。
【０００９】
上記目的を達成するため第７の発明に係わる撮影装置は、撮影レンズを介して入射した被
写体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを
出力する撮像手段と、上記ライブビュー表示動作を実行しつつ、上記撮像手段で取得した
画像データを用いてライブビュー表示動作を行う表示手段と、上記撮像手段で取得した画
像データから上記被写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて
上記撮影レンズを合焦位置に移動させるコントラストＡＦ手段と、上記被写体光束を受光
して上記撮影レンズの焦点ズレ量を位相差方式で検出し、その検出結果に応じて上記撮影
レンズを合焦位置に移動させる位相差ＡＦ手段と、上記撮影レンズが近距離側にピントを
合わせているか否かを判別する判別手段と、上記ライブビュー表示動作の実行中にレリー
ズ釦の半押し操作が行われた場合には、上記コントラストＡＦ手段による焦点調節動作を
実行し、その後、レリーズ釦の全押し操作が行われた場合には、上記位相差ＡＦ手段によ
る焦点調節動作を実行するように制御する制御手段を具備しており、上記制御手段は、上
記判別手段によって上記撮影レンズが近距離側にピント合わせを行っていると判別された
場合には、上記位相差ＡＦ手段による焦点調節動作を実行しないように制御する。
第８の発明に係わる撮影装置は、上記第７の発明において、上記コントラストＡＦ手段は
、上記画像データから上記被写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に
基づいて上記撮影レンズを第１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段と、
上記コントラスト情報に基づいて上記撮影レンズを上記第１の合焦許容範囲よりも狭い第
２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段とから構成され、上記制御手段は
、上記ライブビュー表示動作中に、上記判別手段によって上記撮影レンズが近距離側にピ
ント合わせを行っていると判別された場合には、上記第２のコントラストＡＦ手段によっ
て上記第２の合焦許容範囲内に合焦するまでは、レリーズ釦の全押し操作がなされても撮
影動作への移行を禁止する。
【００１０】
上記目的を達成するため第９の発明に係わる撮影装置の制御方法は、ライブビュー表示動
作の継続中にレリーズ釦の半押し操作がなされたら、被写体像データから得られるコント
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ラスト情報に基づいて撮影レンズの焦点調節動作を行い、その後、上記レリーズ釦の全押
し操作がなされたら、撮影動作の実行に先立って位相差方式によって上記撮影レンズの焦
点ズレ量を検出し、その検出結果に基づいて上記撮影レンズの焦点調節動作を行う撮影装
置の制御方法において、上記ライブビュー表示動作の実行中であって、ライブビュー表示
の動作中に、レリーズ釦の半押し操作が行われた場合に、上記撮影レンズが、被写界深度
の浅い領域でピントを合わせている際には、上記コントラスト情報に基づいて高精度で焦
点調節動作を実行し、その後、レリーズ釦の全押し操作が行われた場合には、上記位相差
方式による焦点調節動作を禁止する。
【発明の効果】
【００１１】
本発明によれば、ライブビュー表示状態から撮影する場合に、タイムラグが少なく、かつ
高精度に焦点調節を行なうことのできる撮影装置および撮影装置の制御方法を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
以下、図面に従って本発明を適用したデジタル一眼レフカメラを用いて好ましい一実施形
態について説明する。図１は、本発明の実施形態に係るデジタル一眼レフカメラについて
背面からみた外観斜視図である。
【００１３】
カメラ本体２００の上面にはレリーズ釦２１、撮影モードダイヤル２２、情報設定ダイヤ
ル２４、ストロボ２００等が配置されている。レリーズ釦２１は、撮影者が半押しすると
オンする第１レリーズスイッチと、全押しするとオンする第２レリーズスイッチを有して
いる。この第１レリーズスイッチ（以下、１Rと称する）のオンによりカメラは焦点検出
、撮影レンズのピント合わせ、被写体輝度の測光等の撮影準備動作を行い、第２レリーズ
スイッチ（以下、２Rと称する）のオンにより撮像素子２２１（図２参照）の出力に基づ
いて被写体像の画像データの取り込みを行う撮影動作を実行する。
【００１４】
撮影モードダイヤル２２は回転可能に構成された操作部材であり、撮影モードダイヤル２
２上に設けられた撮影モードを表す絵表示または記号を指標に合致させることにより、フ
ルオート撮影モード（ＡＵＴＯ）、プログラム撮影モード（Ｐ）、絞り優先撮影モード（
Ａ）、シャッタ撮影優先モード（Ｓ）、マニュアル撮影モード（Ｍ）、ポートレート撮影
モード、風景撮影モード、マクロ撮影モード、スポーツ撮影モード、夜景撮影モード等の
各撮影モードを選択することができる。
【００１５】
情報設定ダイヤル２４は回転可能に構成された操作部材であり、情報表示画面等において
、情報設定ダイヤル２４の回転操作により所望の設定値やモード等を選択することができ
る。ストロボ５０は、ポップアップ式の補助照明装置であり、図示しない操作釦を操作す
ることにより、ストロボ２００がポップアップし被写体に対して照射可能となる。
【００１６】
カメラ本体２００の背面には、液晶モニタ２６、連写／単写釦２７、ＡＦロック釦２８、
アップ用十字釦３０Ｕ、ダウン用十字釦３０Ｄ、右用十字釦３０Ｒ、左用十字釦３０Ｌ（
これらの各十字釦３０Ｕ、３０Ｄ、３０Ｒ、３０Ｌを総称する際には、十字釦３０と称す
る）、OK釦３１、ライブビュー表示釦３３、拡大釦３４、メニュー釦３７、再生釦３８が
配置されている。液晶モニタ２６は、ライブビュー表示を行い、また、撮影済みの被写体
像を再生表示し、撮影情報やメニューを表示するための表示装置である。これらの表示を
行うことができるものであれば、液晶に限らない。
【００１７】
連写／単写釦２７は、レリーズ釦２１が全押しされている間は連続して撮影する連写モー
ドと、レリーズ釦２１が全押しされると、１駒、撮影する単写モードのモード切り替え用
の操作部材である。ＡＦロック釦２８は、被写体のピント合わせを固定するための操作部
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材である。これによって、撮影対象の被写体にピント合わせＡＦロック釦２８を操作し、
ピント合わせを固定した後に、構図を変更しても撮影対象にピントの合った撮影を行うこ
とができる。
【００１８】
十字釦３０は液晶モニタ２６上で、Ｘ方向とＹ方向の２次元方向にカーソルの移動を指示
するための操作部材であり、また、記録媒体に記録された被写体像を再生表示するにあた
って、被写体像の選択指示にも使用する。なお、アップ、ダウン、左、右用の４つの釦を
設ける以外にも、タッチスイッチのように２次元上で操作方向を検出できるスイッチ等、
２次元方向に操作できる操作部材に置き換えることも可能である。ＯＫ釦３１は、十字釦
３０やコントロールダイヤル２４等によって選択された各種項目を確定するための操作部
材である。
【００１９】
ライブビュー表示釦３３は、情報表示等の表示画面からライブビュー表示に切り換え、ま
たはライブビュー表示から情報表示等の表示画面に切り換えるための操作釦である。なお
、ライブビュー表示は、被写体像記録用の撮像素子２２１の出力に基づいて液晶モニタ２
６に被写体像を観察用に表示するモードであり、情報表示はデジタルカメラの撮影情報を
表示設定するために液晶モニタ２６に表示されるモードである。拡大釦３４は、液晶モニ
タ２６に被写体像の一部分を拡大表示するための操作部材であり、前述の十字釦３０を操
作することによって拡大位置を変更することができる。
【００２０】
メニュー釦３７は、このデジタルカメラの各種モードを設定するためのメニューモードに
切換えるための操作部材であり、このメニュー釦３７の操作によってメニューモードを選
択すると、液晶モニタ２６にメニュー画面が表示される。メニュー画面は複数の階層構造
となっており、十字釦３０で各種項目を選択し、ＯＫ釦３１の操作により選択を決定する
。再生釦３８は、撮影後に記録した被写体画像を液晶モニタ２６に表示させることを指示
するための操作釦である。後述するＳＤＲＡＭ２６７、記録媒体２７７にＪＰＥＧ等の圧
縮モードで記憶されている被写体の画像データを伸張して表示する。
【００２１】
カメラ本体２００の側面には、記録媒体収納蓋４０が開閉自在に取り付けられている。こ
の記録媒体収納蓋４０を開放すると、この内部に記録媒体２７７用の装填スロットが設け
られており、記録媒体２７７はカメラ本体２００に対して、脱着自在に装填可能となって
いる。
【００２２】
次に、図２を用いて、デジタル一眼レフカメラの電気系を主とする全体構成を説明する。
本実施形態に係わるデジタル一眼レフカメラは、交換レンズ１００とカメラ本体２００と
から構成される。本実施形態では、交換レンズ１００とカメラ本体２００は別体で構成さ
れ、通信接点３００にて電気的に接続されているが、交換レンズ１００とカメラ本体２０
０を一体に構成することも可能である。なお、内蔵式のストロボ５０の回路ブロックは図
２において、省略してある。
【００２３】
交換レンズ１００の内部には、焦点調節および焦点距離調節用の撮影光学系１０１と、開
口量を調節するための絞り１０３が配置されている。撮影光学系１０１はレンズ駆動機構
１０７によって駆動され、絞り１０３は絞り駆動機構１０９によって駆動されるよう接続
されている。レンズ駆動機構１０７によって駆動された撮影光学系１０１の焦点距離およ
び焦点位置は、光学系位置検出機構１０５によって検出される。
【００２４】
レンズ駆動機構１０７、絞り駆動機構１０９および光学系位置検出機構１０５は、それぞ
れレンズＣＰＵ１１１に接続されており、このレンズＣＰＵ１１１は通信接点３００を介
してカメラ本体２００に接続されている。レンズＣＰＵ１１１は交換レンズ１００内の制
御を行うものであり、レンズ駆動機構１０７を制御してピント合わせや、ズーム駆動を行
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うとともに、絞り駆動機構１０９を制御して絞り値制御を行う。また、レンズＣＰＵ１１
１は、光学系位置検出機構１０５によって検出された焦点距離や焦点位置情報をカメラ本
体２００に送信する。
【００２５】
カメラ本体２００内には、被写体像を観察光学系に反射するためにレンズ光軸に対して４
５度傾いた位置（下降位置、被写体像観察位置）と、被写体像を撮像素子２２１に導くた
めに跳ね上がった位置（上昇位置、退避位置）との間で、回動可能な可動ミラー２０１が
設けられている。この可動ミラー２０１の上方には、被写体像を結像するためのフォーカ
シングスクリーン２０５が配置され、このフォーカシングスクリーン２０５の上方には、
被写体像を左右反転させるためのペンタプリズム２０７が配置されている。
【００２６】
このペンタプリズム２０７の出射側(図２で右側)には被写体像観察用の接眼レンズ（不図
示）が配置され、この脇であって被写体像の観察に邪魔にならない位置に測光センサ２１
１が配置されている。この測光センサ２１１は、測光処理回路２４１に接続され、測光セ
ンサ２１１の出力は、この測光処理回路２４１によって増幅処理やアナログ－デジタル変
換等の処理がなされる。
【００２７】
上述の可動ミラー２０１の中央付近はハーフミラーで構成されており、この可動ミラー２
０１の背面には、ハーフミラー部で透過した被写体光をカメラ本体２００の下部に反射す
るためのサブミラー２０３が設けられている。このサブミラー２０３は、可動ミラー２０
１に対して回動可能であり、可動ミラー２０１が跳ね上がっているときには（図２におい
て破線位置）、ハーフミラー部を覆う位置に回動し、可動ミラー２０１が被写体像観察位
置（下降位置）にあるときには、図示する如く可動ミラー２０１に対して開いた位置にあ
る。
【００２８】
この可動ミラー２０１は可動ミラー駆動機構２３９によって駆動されている。また、サブ
ミラー２０３の下方には位相差ＡＦセンサ２４３が配置されており、この位相差ＡＦセン
サ２４３の出力は位相差ＡＦ処理回路２４５に接続されている。位相差ＡＦセンサ２４３
は、撮影光学系１０１によって結像される被写体像の焦点ズレ量（デフォーカス量）を測
定するために、撮影光学系１０１の周辺光束を２光束に分離する公知の位相差ＡＦ光学系
と１対のセンサとから構成されている。また、位相差ＡＦセンサ２４３は、撮影画面内の
複数ポイントについて、それぞれ焦点検出可能である。
【００２９】
可動ミラー２０１の後方には、露光時間制御用のフォーカルプレーンタイプのシャッタ２
１３が配置されており、このシャッタ２１３はシャッタ駆動機構２３７によって駆動制御
される。シャッタ２１３の後方には撮像素子２２１が配置されており、撮影光学系１０１
によって結像される被写体像を電気信号に光電変換する。なお、撮像素子２１１としては
、ＣＣＤ（Charge Coupled Devices）またはＣＭＯＳ（Complementary
Metal Oxide Semiconductor）等の二次元撮像素子を使用できることは言うまでもない。
【００３０】
撮像素子２２１は撮像素子駆動回路２２３に接続され、この撮像素子駆動回路２２３によ
って、撮像素子２２１から画像信号の読出し等が行われる。撮像素子駆動回路２２３は、
前処理回路２２５に接続されており、前処理回路２２５は、ライブビュー表示のための画
素間引き処理、拡大表示のための切り出し処理等の画像処理のための前処理を行なう。
【００３１】
前述のシャッタ２１３と撮像素子２２１の間には、防塵フィルタ２１５、圧電素子２１６
、赤外カットフィルタ・ローパスフィルタ２１７が配置されている。防塵フィルタ２１５
の周囲には圧電素子２１６が固定されており、この圧電素子２１６は防塵フィルタ駆動回
路２３５によって、超音波で振動する。防塵フィルタ２１５の付着した塵埃は、圧電素子
２１６に発生する振動波によって、除塵される。
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【００３２】
赤外カットフィルタ・ローパスフィルタ２１７は、被写体光束から赤外光成分と、高周波
成分を除去するための光学フィルタである。防塵フィルタ２１５、圧電素子２１６、赤外
カットフィルタ・ローパスフィルタ２１７および撮像素子２２１は、塵埃等が侵入しない
ように気密に一体に構成されている。これら一体化された撮像素子２２３等は、シフト機
構２３３によって、撮像素子２２３の撮像面におけるＸ軸方向とＹ軸方向に沿って、それ
ぞれ移動させることができる。
【００３３】
手振れセンサ２２７は、カメラ本体２００に加えられた手振れ等による振動を検出するセ
ンサであり、この出力は手振れ補正回路２２９に接続している。手振れ補正回路２２９は
手振れ等の振動を除去するための手振れ補正信号を生成し、手振れ補正回路２２９の出力
は、シフト機構駆動回路２３１に接続されている。シフト機構駆動回路２３１は、手振れ
補正信号を入力し、この信号に基づいて、シフト機構２３３を駆動する。このシフト機構
２３３によって、カメラ本体２００に加えられた手振れ等の振動を打ち消すように、撮像
素子２２１等を移動させ、防振を行なう。
【００３４】
前処理回路２２５は、ＡＳＩＣ（Application Specific
Integrated Circuit 特定用途向け集積回路）２５０内のデータバス２５２に接続されて
いる。このデータバス２５２には、シーケンスコントローラ(以下、「ボディＣＰＵ」と
称す)２５１、画像処理回路２５７、圧縮伸長回路２５９、ビデオ信号出力回路２６１、
ＳＤＲＡＭ制御回路２６５、入出力回路２７１、通信回路２７３、記録媒体制御回路２７
５、フラッシュメモリ制御回路２７９、スイッチ検知回路２８３が接続されている。
【００３５】
データバス２５２に接続されているボディＣＰＵ２５１は、このデジタル一眼レフカメラ
の動作を制御するものである。前述の前処理回路２２５とボディＣＰＵ２５１の間には、
コントラストＡＦ回路２５３と、ＡＥ回路２５５が並列に接続されている。コントラスト
ＡＦ回路２５３は、前処理回路２２５から出力される画像信号に基づいて高周波成分を抽
出し、この高周波成分に基づくコントラスト情報をボディＣＰＵ２５１に出力する。ＡＥ
回路２５５は、前処理回路２２５から出力される画像信号に基づいて、被写体輝度に応じ
た測光情報をボディＣＰＵ２５１に出力する。
【００３６】
データバス２５２に接続された画像処理回路２５７は、デジタル画像データのデジタル的
増幅（デジタルゲイン調整処理）、色補正、ガンマ（γ）補正、コントラスト補正、ライ
ブビュー表示用画像生成等の各種の画像処理を行なう。また圧縮伸長回路２５９はＳＤＲ
ＡＭ２６７に記憶された画像データをＪＰＥＧやＴＩＦＦ等の圧縮方式で圧縮するための
回路である。なお、画像圧縮はＪＰＥＧやＴＩＦＦに限らず、他の圧縮方式も適用できる
。
【００３７】
ビデオ信号出力回路２６１は液晶モニタ駆動回路２６３を介して液晶モニタ２６に接続さ
れる。ビデオ信号出力回路２６１は、ＳＤＲＡＭ２６７、記録媒体２７７に記憶された画
像データを、液晶モニタ２６に表示するためのビデオ信号に変換するための回路である。
液晶モニタ２６は、図１に示すように、カメラ本体２００の背面に配置されるが、撮影者
が観察できる位置であれば、背面に限らないし、また液晶に限らず他の表示装置でも構わ
ない。
【００３８】
ＳＤＲＡＭ２６７は、ＳＤＲＡＭ制御回路２６５を介してデータバス２６１に接続されて
おり、このＳＤＲＡＭ２６７は、画像処理回路２５７によって画像処理された画像データ
または圧縮伸長回路２５９によって圧縮された画像データを一時的に記憶するためのバッ
ファメモリである。
【００３９】
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上述の撮像素子駆動回路２２３、前処理回路２２５、手振れ補正回路２２９、シフト機構
駆動回路２３１、防塵フィルタ駆動回路２３５、シャッタ駆動機構２３７、可動ミラー駆
動機構２３９、測光処理回路２４１、位相差ＡＦ処理回路２４５に接続される入出力回路
２７１は、データバス２５２を介してボディＣＰＵ２５１等の各回路とデータの入出力を
制御する。
【００４０】
レンズＣＰＵ１１１と通信接点３００を介して接続された通信回路２７３は、データバス
２５２に接続され、ボディＣＰＵ２５１等とのデータのやりとりや制御命令の通信を行う
。データバス２５２に接続された記録媒体制御回路２７５は、記録媒体２７７に接続され
、この記録媒体２７７への画像データ等の記録及び画像データ等の読み出しの制御を行う
。
【００４１】
記録媒体２７７は、ｘDピクチャーカード(登録商標)、コンパクトフラッシュ(登録商標)
、ＳＤメモリカード(登録商標)またはメモリスティック(登録商標)等の書換え可能な記録
媒体のいずれかが装填可能となるように構成され、カメラ本体２００に対して着脱自在と
なっている。その他、通信接点を介してハードディスクを接続可能に構成してもよい。
【００４２】
フラッシュメモリ制御回路２７９は、フラッシュメモリ（Flash Memory）２８１に接続さ
れ、このフラッシュメモリ２３５は、デジタル一眼レフカメラの動作を制御するためのプ
ログラムが記憶されており、ボディＣＰＵ２５１はこのフラッシュメモリ２８１に記憶さ
れたプログラムに従ってデジタル一眼レフカメラの制御を行う。なお、フラッシュメモリ
２８１は、電気的に書換可能な不揮発性メモリである。
【００４３】
シャッタレリーズ釦２１の第1ストローク（半押し）を検出する１Ｒスイッチや、第２ス
トローク（全押し）を検出する２Ｒスイッチ、ライブビュー表示釦３３の操作によってオ
ンするライブビュー表示スイッチを含む各種スイッチ２８５は、スイッチ検出回路２８３
を介してデータバス２５２に接続されている。また、各種スイッチ２８５としては、拡大
釦３４に連動する拡大スイッチ、パワースイッチ、メニュー釦３７に連動するメニュース
イッチ、ＡＦロック釦２８に連動するＡＦロックスイッチ、連写／単写釦２７に連動する
連写／単写スイッチや、その他の操作部材に連動するその他の各種スイッチ等を含んでい
る。
【００４４】
次に、本発明の一実施形態におけるデジタルカメラの動作について図３乃至図１２に示す
フローチャートを用いて説明する。図３は、カメラ本体２００側のボディＣＰＵ２５１に
よるパワーオンリセットの動作である。カメラ本体２００に電池が装填されると、このフ
ローがスタートし、はじめにカメラ本体２００のパワースイッチがオンであるかを判定す
る（＃１）。判定の結果、パワースイッチがオフの場合には、低消費電力の状態であるス
リープ状態となる（＃３）。このスリープ状態ではパワースイッチがオンとなった場合の
みに割り込み処理を行い、ステップ＃５以下においてパワースイッチオンのための処理を
行う。パワースイッチがオンとなるまでは、パワースイッチ割り込み処理以外の動作を停
止し、電源電池の消耗を防止する。
【００４５】
ステップ＃１において、パワースイッチがオンであった場合、またはステップ＃３におけ
るスリープ状態を脱した場合には、電源供給を開始する（＃５）。次に、防塵フィルタ２
１５における塵埃除去動作を行う（＃７）。これは防塵フィルタ２１５に固着された圧電
素子２１６に防塵フィルタ駆動回路２３５から駆動電圧を印加し、超音波振動波によって
塵埃等を除去する動作である。
【００４６】
次に、撮影モードダイヤル２２等によって設定されたマクロ撮影モード等の撮影モードや
、ＩＳＯ感度、マニュアル設定されたシャッタ速度や絞り値等の情報があればそれらの撮
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影条件、およびレンズ情報の読み込みを行う（＃９）。レンズ情報の読み込みは、レンズ
ＣＰＵ１１１から通信回路２７３を介して交換レンズ１００の開放絞り、マクロレンズ等
の交換レンズの種別、焦点距離情報、レンズ識別番号等のレンズ特性情報の読み込みを行
う。
【００４７】
続いて、測光・露光量演算を行なう（＃１１）。このステップでは、測光センサ２１１に
よって被写体輝度を測光し、露光量を演算し、この露光量を用いて撮影モード・撮影条件
に従ってシャッタ速度や絞り値等の露光制御値の演算を行う。この後、撮影情報を液晶モ
ニタ２６に表示する（＃１３）。撮影情報としては、ステップ＃９において読み込んだ撮
影モード・撮影条件等と、ステップ＃１１において演算したシャッタ速度や絞り値の露出
制御値等である。
【００４８】
次に、ライブビュー表示スイッチがオンか否かの判定を行なう（＃１５）。前述したよう
に、撮影者がライブビュー表示で被写体像を観察する場合には、ライブビュー表示釦３３
を操作する。判定の結果、ライブビュー表示スイッチがオンの場合には、ライブビュー表
示動作のサブルーチンを実行する（＃３１）。このライブビュー表示動作については、図
４乃至図６を用いて後述する。
【００４９】
ステップ＃１５における判定の結果、ライブビュー表示スイッチがオンしていなかった場
合には、再生スイッチがオンか否かの判定を行う（＃１７）。再生モードは、再生釦３８
が操作された際に、記録媒体２７７に記録された静止画データを読み出して液晶モニタ２
６に表示するモードである。判定の結果、再生スイッチがオンの場合には、再生動作を実
行する（＃３３）。
【００５０】
ステップ＃１７における判定の結果、再生スイッチがオンではなかった場合には、メニュ
ースイッチがオンか否かの判定を行なう（＃１９）。このステップでは、メニュー釦３７
が操作され、メニューモードが設定されたか否かを判定する。判定の結果、メニュースイ
ッチがオンであった場合には、液晶モニタ２６にメニュー表示し、メニュー設定動作を行
う（＃３５）。メニュー設定動作によって、ＡＦモード、ホワイトバランス、ＩＳＯ感度
設定、ドライブモードの設定等、各種の設定動作を行うことができる。
【００５１】
ステップ＃１９における判定の結果、メニュースイッチがオンでなかった場合には、レリ
ーズ釦２１が半押しされたか、すなわち、１Ｒスイッチがオンか否かの判定を行う(＃２
１)。判定の結果、１Ｒスイッチがオンであった場合には、撮影準備と撮影を行う撮影動
作Ａのサブルーチンを実行する（＃３７）。このサブルーチンの詳細は図７を用いて後述
する。
【００５２】
ステップ＃２１における判定の結果、１Ｒスイッチがオンでなかった場合には、合焦表示
の消灯を行う（＃２２）。後述するように、コントラストＡＦによって合焦状態に達し、
被写体にピントが合うと、図１４（Ａ）（Ｂ）に示すように、第１の合焦表示３１１や第
２の合焦表示３１２を表示するので(図１０の＃２３５、図１１の＃２７７)、この合焦表
示がなされていれば、これを消灯する。続いて、ステップ＃１と同様に、パワースイッチ
がオンか否かの判定を行なう（＃２３）。判定の結果、パワースイッチがオンであった場
合には、ステップ＃９に戻り、前述の動作を繰り返す。一方、パワースイッチがオンでは
なかった場合には、電源供給を停止し（＃２５）、ステップ＃３に戻り、前述のスリープ
状態となる。
【００５３】
次に、ステップ＃３１のライブビュー表示動作について、図４乃至図６を用いて説明する
。このサブルーチンに入ると、まず、撮影情報表示をオフする（＃４１）。ステップ＃１
３において、撮影情報が液晶モニタ２６に表示されるが、このステップでは、液晶モニタ
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２６にライブビューを表示するために、この撮影情報の表示を停止する。続いて、ステッ
プ＃１１と同様にして、測光・露光量演算を行なう（＃４３）。
【００５４】
次に、可動ミラー２０１を撮影光学系１０１の光軸から退避させ（＃４５）、シャッタ２
１３を開放する（＃４７）。これらの動作によって、撮像素子２２１上に撮影光学系１０
１による被写体像が結像する。続いて、ライブビュー条件初期設定を行なう（＃４９）。
このステップでは、撮像素子２２１の駆動にあたっての電子シャッタスピードと感度の条
件設定を行うために、ステップ＃４３で求めた測光・露光量の演算結果を用いて、液晶モ
ニタ２６に適切な明るさ（明度）の像を表示するための演算と設定を行う。
【００５５】
次に、ライブビュー表示の開始を指示する（＃５１）。すなわち、撮像素子２２１および
画像処理回路２５７等に指示し、撮像素子２２１によって取得した画像データを液晶モニ
タ２６に動画表示する。撮影者はこのライブビュー表示に基づいて撮影構図を決めること
ができる。なお、ライブビュー表示中に液晶モニタ２６の画面輝度が一定となるように、
電子シャッタ速度やＩＳＯ感度等の制御を行っている。
【００５６】
ライブビュー表示を開始すると、次に、レリーズ釦２１が半押しされたか、すなわち、１
Ｒスイッチがオンであるか否かの判定を行なう（＃５３）。判定の結果、１Ｒスイッチが
オンされていなかった場合には、ステップ＃２２と同様に、合焦表示がなされている場合
には消灯する（＃５４）。
【００５７】
次に、ライブビュー表示釦３３に連動するライブビュー表示スイッチがオンか否か判定す
る（＃７７）。ライブビュー表示釦３３は、一度、操作されると、ライブビュー表示モー
ドとなり、再度、操作されると、ライブビュー表示モードが解除される。ステップ＃７７
における判定の結果、オンであった場合には、ステップ＃８５以下において、ライブビュ
ー表示モードを終了する。
【００５８】
ステップ＃７７における判定の結果、ライブビュー表示スイッチがオンではなかった場合
には、再生釦３８に連動する再生スイッチがオンか否かの判定を行なう（＃７９）。再生
モードは、液晶モニタ２６に記録媒体２７７に記録されている画像データの再生表示を行
なうために、ライブビュー表示モードを終了する必要がある。ステップ＃７９における判
定の結果、オンであった場合には、ステップ＃８５以下において、ライブビュー表示モー
ドを終了する。
【００５９】
ステップ＃７９における判定の結果、再生スイッチがオンではなかった場合には、メニュ
ー釦３７に連動するメニュースイッチがオンか否かの判定を行なう（＃８１）。メニュー
設定モードは、液晶モニタ２６にメニュー表示を行なうために、ライブビュー表示モード
を終了する必要がある。ステップ＃８１における判定の結果、オンであった場合には、ス
テップ＃８５以下において、ライブビュー表示モードを終了する。
【００６０】
ステップ＃８１における判定の結果、メニュースイッチがオンではなかった場合には、パ
ワースイッチがオンか否かの判定を行なう（＃８３）。判定の結果、パワースイッチがオ
フであった場合には、パワーオフ処理を行なうために、まずステップ＃８５以下において
、ライブビュー表示の終了を行なう。ステップ＃８３における判定の結果、オンであった
場合には、ステップ＃５３に戻り、前述の動作を繰り返す。
【００６１】
ライブビュー表示の終了のために、ステップ＃８５に移ると、まず、ステップ＃２２と同
様に、合焦表示の消灯を行なう（＃８５）。続いて、前処理回路２２５や画像処理回路２
５７等にライブビュー表示の停止指示を行う（＃８７）。この後、シャッタ２１３にシャ
ッタ閉じ動作を指示し（＃８９）、可動ミラー２０１を復帰動作（下降位置へ移動）させ
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（＃９１）、元のルーチンに戻る。
【００６２】
ステップ＃５３（図４）における判定の結果、１Ｒスイッチがオンであった場合には、Ａ
Ｅ情報の読み込みを行う（＃１０１、図６）。ステップ＃４３における測光は、可動ミラ
ー２０１が下降位置にあったので、測光センサ２１１による測光を行なうことができたが
、このステップでは、可動ミラー２０１は退避位置（上昇位置）にあり、測光センサ２１
１による測光はできない。そこで、ＡＥ回路２５５の出力に基づいて、ＡＥ情報を取得す
る。
【００６３】
続いて、第２の合焦表示中か否かの判定を行う(＃１０２)。後述するように、高精度の第
２のコントラストＡＦ制御によって撮影光学系１０１が合焦状態となると、第２の合焦表
示がなされる（図１１の＃２７７）。高精度で合焦状態に達した後に、ステップ＃１０５
において、再度、コントラストＡＦによって撮影光学系１０１が駆動されると操作感が良
くないことから、合焦状態に達した場合には、ステップ＃１０５をスキップするようにし
ている。
【００６４】
ステップ＃１０２における判定の結果、合焦表示中ではない場合には、次に、位相差ＡＦ
のみモードか否かの判定を行なう（＃１０３）。ステップ＃３５におけるメニュー設定動
作の中のＡＦモードの選択画面（図１３参照）において、ＡＦモードの選択を行なうこと
ができる。すなわち、本実施形態においては、撮像素子２２１の出力に基づくコントラス
トＡＦのみを行なうｉ－ＡＦモード、位相差ＡＦセンサ２４３の出力に基づく位相差ＡＦ
のみを行なうＰＤ－ＡＦモード、およびコントラストＡＦおよび位相差ＡＦの両方を行な
うｉ－ＡＦ＋ＰＤ－ＡＦモードのいずれかを選択することができる。
【００６５】
ステップ＃１０３における判定の結果、位相差ＡＦのみモードであれば、若しくはステッ
プ＃１０２における判定の結果、合焦表示中であれば、ステップ＃１０７にジャンプし、
一方、ステップ＃１０３の判定の結果、位相差ＡＦのみモードでなければ、コントラスト
ＡＦ制御を行う（＃１０５）。このコントラストＡＦ制御においては、コントラストＡＦ
回路２５３からのコントラスト情報に基づいて、撮影光学系１０１が合焦状態となるよう
に制御する。このコントラスＡＦ制御について、詳しくは、図１０及び図１１を用いて後
述する。
【００６６】
次に、レリーズ釦２１が全押しされたか、すなわち、２Ｒスイッチがオンとなったかを判
定する（＃１０７）。判定の結果、オンとなっていなければ、ステップ＃５３に戻り、前
述のステップを繰り返す。一方、オンとなっていれば、ステップ＃１０９以下において、
撮影動作を実行する。
【００６７】
撮影動作に入ると、まず、ライブビュー表示を停止する（＃１０９）。続いて、シャッタ
２１３を閉じる（＃１１１）。ライブビュー表示中は、シャッタ２１３を開放し、撮像素
子２２１の出力に基づいて被写体像を液晶モニタ２６に表示していたが、撮影動作に入る
ためにシャッタ２１３を一旦閉じる。
【００６８】
次に、第２の合焦表示中か否かの判定を行なう（＃１１３）。コントラストＡＦ制御のサ
ブルーチンにおいては、撮影レンズを第１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡ
Ｆ制御と、第１の合焦許容範囲よりも狭い第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラス
トＡＦ制御を実行可能であって、第２のコントラストＡＦ制御が終了している場合には、
第２の合焦表示を行なっている（図１１の＃２７７、および図１４（Ｂ））。このステッ
プ＃１１３においては、この高精度の第２の合焦状態か否かの判定を行なう。
【００６９】
ステップ＃１１３において、第２の合焦表示中でなければ、位相差ＡＦ不要条件にあては
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まるか否かを判定する（＃１１５）。位相差ＡＦ不要条件としては、（１）撮影レンズの
焦点距離が所定値よりも広角側、（２）絞り値が所定値以上（絞り口径が小さい）、（３
）被写体距離が所定距離よりも遠距離側である等の理由によって、被写界深度が第１の合
焦許容範囲よりも広い場合である。つまり、これらの条件を満たしている場合には、第１
のコントラストＡＦ制御だけでも十分の合焦精度が得られると考えられるので、高精度な
位相差ＡＦをさらに行う必要がない。
【００７０】
ステップ＃１１５において、位相差ＡＦ不要条件を満たしていなかった場合には、ＡＦロ
ック釦２８に連動するＡＦロックスイッチがオンか否かの判定を行なう（＃１１７）。判
定の結果、ＡＦロックスイッチがオンではなかった場合には、ステップ＃１１９以下にお
いて、位相差ＡＦを行なう。すなわち、ステップ＃１１３、＃１１５、＃１１７における
判定の結果、いずれもＮで通過した場合には、位相差ＡＦによって、高精度のＡＦを行な
うようにしている。
【００７１】
位相差ＡＦを行なうために、まず、可動ミラー２０１を復帰させ、撮影光学系１０１の光
路中に介挿させる（＃１１９）。これによって、位相差ＡＦセンサ２４３に位相差ＡＦ用
の被写体光束が導かれる。続いて、位相差ＡＦ制御を行う（＃１２１）。このステップで
は、公知の位相差ＡＦにより撮影光学系１０１の焦点ズレ方向および焦点ズレ量を検出し
、この焦点ズレ方向・焦点ズレ量に基づいて光学系駆動機構１０７の駆動制御を行い、撮
影光学系１０１のピント合わせを行う。詳しくは、図９を用いて後述する。
【００７２】
位相差ＡＦ制御が終わると、可動ミラー２０１を上昇位置に移動させ、すなわち、退避さ
せる（＃１２３）。これによって、再び、撮影光学系１０１を通過した被写体光束が、撮
像素子２２１に導かれ、撮像素子２２１上に結像する。
【００７３】
前述のステップ＃１１３、＃１１５における判定の結果、いずれもＹで通過した場合には
、位相差ＡＦによって、高精度のＡＦを行なう必要がなく、また、ステップ＃１１７にお
ける判定の結果、ＡＦロックスイッチがオンの場合には、既に合焦位置を撮影者が確定し
ているのであるから、位相差ＡＦによって合焦位置が変化してしまわないように、そのま
ま撮影動作に入るが、その前に、合焦表示を消灯する（＃１２７）。
【００７４】
ステップ＃１２３またはステップ＃１２７が終わると、次に、被写体像に基づく画像デー
タの取得と記録を行う撮影動作Ｂを行う（＃１２５）。この撮影動作Ｂについては、図８
を用いて後述する。撮影動作Ｂが終わると、ステップ＃４３（図４）に戻り、ライブビュ
ー表示を再開し、前述した動作を繰り返す。
【００７５】
次に、図７を用いて、ステップ＃３７における撮影動作Ａのサブルーチンについて説明す
る。この撮影動作Ａは、通常の光学ファインダ観察状態（すなわち、非ライブビュー表示
）において、レリーズ釦２１が半押しされた場合に実行されるサブルーチンである。撮影
動作Ａのサブルーチンに入ると、まず、撮影情報表示をオフする（＃１３１）。続いて、
ステップ＃１２１と同様に、位相差ＡＦ制御のサブルーチンを実行する（＃１３３）。す
なわち、位相差ＡＦセンサ２４３の出力に基づいて焦点ズレ方向および焦点ズレ量を求め
、撮影光学系１０１のピント合わせを行う。このサブルーチンの詳細は、図９を用いて後
述する。
【００７６】
位相差ＡＦが終わると、ステップ＃１１と同様に測光・露光量演算を行い、シャッタ速度
や絞り値等の露出制御値を求める（＃１３５）。続いて、シャッタ釦２１が全押しされた
か、すなわち、２Ｒスイッチがオンか否かを判定する（＃１３７）。判定の結果、２Ｒス
イッチがオンとはなっていなかった場合には、１Ｒスイッチがオンか否かを判定する（＃
１５７）。判定の結果、１Ｒスイッチがオンではなかった場合には、撮影動作Ａを終了し
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て、元のルーチンに戻る。一方、判定の結果、１Ｒスイッチがオンの場合には、ステップ
＃１３７に戻り、１Ｒスイッチと２Ｒスイッチの状態を検出する待機状態となる。
【００７７】
ステップ＃１３７における判定の結果、２Ｒスイッチがオンとなると、撮影を行なうため
のステップに移る。まず、可動ミラー２０１の退避動作（上昇位置へ移動）を行う（＃１
３９）。これによって、撮影光学系１０１による被写体光束が撮像素子２２１上に導かれ
、結像する。続いて、レンズＣＰＵ１１１に絞込み動作を指示し（＃１４１）、併せて絞
り込み量も指示する（＃１４３）。
【００７８】
これで、撮像動作に入る準備ができたので、露光動作を開始する（＃１４５）。露光は、
シャッタ２１３の先幕の走行を開始させると共に、撮像素子２２１の電荷蓄積を開始する
。ステップ＃１３５で求められたシャッタ速度もしくは撮影者によって手動設定されたシ
ャッタ速度に対応する時間が経過すると、シャッタ２１３の後幕の走行を開始させると共
に、撮像素子２２１の電荷蓄積を終了する。
【００７９】
露光動作が終了すると、絞り開放の指示をレンズＣＰＵ１１１に出力する（＃１４７）。
続いて、可動ミラー２０１を下降位置へと復帰動作を行い（＃１４９）、撮像素子２２１
から画像信号の読出しを行う（＃１５１）。読み出された画像信号の画像処理を画像処理
回路２５７等によって行ない（＃１５３）、処理された画像データを記録媒体２７７に記
録する（＃１５５）。画像記録が終わると、元のルーチンに戻る。
【００８０】
次に、図８を用いて、ステップ＃１２５（図６）における撮影動作Ｂのサブルーチンにつ
いて説明する。この撮影動作Ｂは、ライブビュー表示状態において、レリーズ釦２１が全
押しされた場合に実行されるサブルーチンである。撮影動作Ｂのサブルーチンに入ると、
ＡＥ回路２５５の出力に基づいて露光量演算を行なう（＃１６１）。
【００８１】
続いて、ステップ＃１４１、＃１４３と同様に、絞込み指示を行うと共に絞り込み量の指
示を行う（＃１６３、＃１６５）。そして、ステップ＃１４５と同様に、露光動作を行い
（＃１６７）、これによって、撮像素子２２１の出力に基づいて、被写体像の画像データ
を取得する。この後、ステップ＃１４７、＃１５１、＃１５３、＃１５５と同様に、絞り
開放を指示し（＃１６９）、画像信号を読出し（＃１７１）、画像処理を行ない（＃１７
３）、記録媒体２７７に記録する（＃１７５）。画像記録が終わると、元のルーチンに戻
る。
【００８２】
次に、図９を用いて、ステップ＃１２１（図６）およびステップ＃１３３（図７）におけ
る位相差ＡＦ制御のサブルーチンについて説明する。この位相差ＡＦ制御は、撮影光学系
１０１の周辺２光束を用いて、公知の位相差方式によって撮影光学系１０１の焦点ズレ方
向と焦点ズレ量を求める。コントラストＡＦにおける高精度ＡＦと同程度の精度の高いＡ
Ｆを行なうことができる。
【００８３】
位相差ＡＦ制御のサブルーチンに入ると、まず、全ポイント焦点検出を行なう（＃１８１
）。すなわち、位相差ＡＦセンサ２４３および位相差ＡＦ処理回路２４５によって検出可
能な全ポイントについて焦点ズレ方向および焦点ズレ量（デフォーカス量）を検出する。
続いて、検出した全ポイントの中から最至近距離のポイントを選択する（＃１８３）。一
般に、主要被写体は、最至近の被写体であることが最も多いことから、このような選択を
行なう。
【００８４】
次に、選択された最至近ポイントのデフォーカス量に基づいて、合焦範囲内に入っている
か否かの判定を行なう（＃１８５）。合焦範囲内か否かの判定基準は、焦点ズレ量（デフ
ォーカス量）が許容錯乱円に基づく合焦判定値の中に入っているか否かで判定する。判定
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の結果、合焦範囲内にあれば、元のルーチンに戻る。なお、この許容錯乱円径は、撮像素
子２２１の撮像解像度、換言すれば撮像素子２２１のセルサイズに応じて設定される。
【００８５】
一方、判定の結果、合焦範囲内にない場合には、選択された焦点検出ポイントの焦点ズレ
方向および焦点ズレ量に基づいて、光学系駆動機構１０７によって撮影光学系１０１を駆
動する駆動方向および駆動量の演算を行なう（＃１８７）。そして、レンズＣＰＵ１１１
に対して、光学系駆動機構１０７のレンズ駆動制御を指示すると共に（＃１８９）、その
際のレンズ駆動量および駆動方向を指示する（＃１９１）。
【００８６】
ボディＣＰＵ２５１はレンズＣＰＵ１１１に向けてレンズ駆動制御の指示を出力すると、
レンズＣＰＵ１１１からレンズ駆動完了を示す信号が入力するのを待つ（＃１９３）。レ
ンズ駆動が完了すると、ステップ＃１８３において選択された焦点検出ポイントについて
、焦点検出を行なう（＃１９５）。焦点検出が終わると、ステップ＃１８５に戻り、合焦
範囲に入るまで、前述のステップを繰り返す。
【００８７】
次に、図１０および図１１を用いて、ステップ＃１０５（図６）におけるコントラストＡ
Ｆ制御のサブルーチンについて説明する。このコントラストＡＦ制御は、撮像素子２２１
の出力に基づくコントラストＡＦ回路２５３におけるコントラスト情報が最大となるよう
に、撮影光学系１０１の駆動を行なう。このコントラストＡＦ制御は、可動ミラー２０１
が退避位置（上昇位置）にあり、位相差ＡＦセンサ２４３の出力に基づく位相差ＡＦ制御
を行うことができない場合に使用することができる。また、コントラストＡＦ制御におい
ては、高速だが合焦精度が粗い第１の合焦精度でＡＦ制御を行う高速コントラストＡＦ（
第１のコントラストＡＦ）と、低速だが合焦精度が高い第２の合焦精度でＡＦ制御を行う
高精度コントラストＡＦ（第２のコントラストＡＦ）の２つのモードを有している。
【００８８】
コントラストＡＦ制御のサブルーチンに入ると第１のコントラストＡＦを開始し、まず、
レジスタＤＣに１をセットする（＃２０１）。このレジスタＤＣは、レンズ駆動の駆動方
向を決めるために用いられるレジスタである。続いて、レンズ駆動方向として、レンズ繰
り出し方向をセットする（＃２０３）。そして、レンズ駆動量として第１所定値をセット
する（＃２０５）。この第１所定値は、図１５（Ａ）において、フォーカスレンズの繰り
出し量ＬＤ１に相当し、また、図１７における液晶モニタ面における許容錯乱円径φＬＣ
Ｄに対応するデフォーカス量ΔｆＬＣＤに関連する量である。
【００８９】
次に、コントラストＡＦ回路２５３からコントラスト情報を取得する（＃２０７）。そし
て、レンズ駆動制御をレンズＣＰＵ１１１に指示すると共に（＃２０９）、ステップ＃２
０３、＃２０５で設定したレンズ駆動量、駆動方向を送信する（＃２１１）。これらの信
号が送信されると、レンズＣＰＵ１１１は、光学系駆動機構１０７によって撮影光学系１
０１を駆動する。設定した駆動方向および駆動量に基づく駆動制御が終了するとレンズＣ
ＰＵ１１１は、ボディＣＰＵ２５１にレンズ駆動完了信号を送信する。
【００９０】
ボディＣＰＵ２５１はレンズ駆動完了信号を受信するのを待ち（＃２１３）、受信すると
、最新のコントラスト情報をコントラストＡＦ回路２５３から取得する（＃２１５）。続
いて、前回よりもコントラストが向上したか否かを判定する（＃２１７）。判定の結果、
今回のコントラストが向上していた場合には、レジスタＤＣに１を加え（＃２１９）、ス
テップ＃２０９に戻り、前述のステップを繰り返す。
【００９１】
ステップ＃２１７の判定の結果、前回よりもコントラストが低下していた場合には、レジ
スタＤＣの値が１か否かの判定を行う（＃２２１）。判定の結果、レジスタＤＣが１の場
合には、レンズ駆動方向を前回と逆にし（＃２２３）、ステップ＃２０９に戻り、前述の
ステップを繰り返す。
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【００９２】
すなわち、初回のレンズ駆動にあたっては、駆動方向が不明のために、一旦、繰り出し方
向にレンズを駆動する。駆動した結果、コントラストが向上していれば、駆動方向は正し
く（合焦位置に近づいている）、一方、コントラストが低下していれば、駆動方向が逆方
向（合焦位置から遠ざかっている）であることから反転する。したがって、レジスタＤＣ
が１であれば、初回の駆動と判断してステップ＃２２３に進み駆動方向を逆転させ、一方
、レジスタＤＣが１でなければ、コントラストがピーク位置を越したと判定してステップ
＃２２５に進む。
【００９３】
ステップ＃２２１における判定の結果、レジスタＤＣが１ではなかった場合には、コント
ラストが向上する方向にレンズを駆動してきたが、ここで低下したことから、コントラス
トのピーク位置を通過したと判断して、駆動方向を前回と逆の方向にする（＃２２５）。
そして、レンズ駆動量として、第２所定値をセットする（＃２２７）。
【００９４】
レンズ駆動量としての第２所定値は、図１５（Ａ）において、フォーカスレンズの繰り出
し量ＬＤ１の半分に相当する。コントラストのピーク位置を超えていることから、前回と
今回の中間にピーク位置があると想定して、第１所定値の半分としている。続いて、レン
ズＣＰＵ１１１にレンズ駆動制御を指示し（＃２２９）、ステップ＃２２５、＃２２７で
セットしたレンズ駆動量および駆動方向を送信する（＃２３１）。
【００９５】
レンズＣＰＵ１１１は、レンズ駆動制御指示等を受信すると、光学系駆動機構１０７に対
して駆動制御を開始し、第２所定値に基づく駆動量だけ駆動すると、ボディＣＰＵ２５１
に対してレンズ駆動完了信号を送信する。ボディＣＰＵ２５１は、レンズ駆動完了信号の
受信を待ち（＃２３３）、完了信号を受信すると、第１の合焦表示を行なう（＃２３５）
。これは、液晶モニタ２６の表示面に、図１４（Ａ）に示すように、第１合焦表示３１１
として表示される。
【００９６】
この第１合焦表示がなされる状態は、撮影には不適切であっても液晶モニタ２６で被写体
像を確認するのであれば、ピンボケが目立たないレベルの合焦状態であり、その合焦許容
範囲は、液晶モニタ２６の表示解像度、つまり液晶モニタ２６の表示ドットサイズに基づ
く許容錯乱円径によって設定される。このため、液晶モニタ２６において被写体像を観察
するには十分な合焦精度となっている。
【００９７】
続いて、近距離フラグに０をリセットする（＃２３６）。この近距離フラグは、撮影光学
系１０１のピント位置が、所定撮影倍率または所定距離より、近距離側にある場合に、１
がセットされるフラグである。次に、レンズＣＰＵ１１１に対してレンズ情報要求の指示
を行い（＃２３７）、マクロレンズ等の交換レンズの種別、最大撮影倍率やその他のレン
ズ情報を取得する（＃２４２）。
【００９８】
さらに、レンズＣＰＵ１１にたいして、レンズ位置情報の要求を行い（＃２３９）、レン
ズ位置情報、すなわち撮影光学系１０１のピント位置の情報を取得し（＃２４０）、撮影
倍率の算出を行う（＃２４１）。撮影倍率は、レンズ位置情報とレンズ情報に基づいて算
出する。
【００９９】
次に、取得したレンズ情報に基づいて、装着されている交換レンズ１００がマクロレンズ
か否かの判定を行う（＃２４２）。判定の結果、交換レンズ１００がマクロレンズではな
い場合には、ステップ＃９で読み込んだ撮影モードがマクロモードか否かの判定を行う（
＃２４３）。マクロモードは、近距離にある被写体の撮影に適した撮影モードである。
【０１００】
ステップ＃２４２における判定の結果、マクロレンズであった場合、または、ステップ＃
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２４３における判定の結果、マクロモードであった場合には、撮影倍率が最大撮影倍率の
１／４以上か否かの判定を行う（＃２４５）。ステップ＃２４５における判定の結果、Ｙ
であった場合には、近距離フラグに１をセットする（＃２４６）。
【０１０１】
ステップ＃２４５における判定の結果、Ｎであった場合、またはステップ＃２４３におけ
る判定の結果、マクロモードでなかった場合には、２Ｒスイッチがオンか否かの判定を行
う（＃２４７）。判定の結果、２Ｒスイッチがオンであれば、撮影状態に移行すべく、元
のルーチンに戻る。一方、２Ｒスイッチがオンでなかった場合、またはステップ＃２４６
で近距離フラグに１をセットした場合には、１Ｒスイッチがオンか否かの判定を行う（＃
２４８）。判定の結果、１Ｒスイッチがオフの場合には、元のルーチンに戻り、１Ｒスイ
ッチがオンの場合には、ステップ＃２５１（図１１）以下に進み、高精度の第２のコント
ラストＡＦを行う。
【０１０２】
ステップ＃２４６において、近距離フラグが１にセットされるのは、マクロレンズが装着
され、またはマクロモードが設定された状態で、撮影倍率が最大撮影倍率の１／４以上で
あることから、撮影者は近距離側の被写体に対してピント合わせを意図している状態であ
る。ピント位置が近距離側にある場合には、被写体深度が浅いことから、高精度の第２の
コントラストＡＦ制御が終了するまでは、撮影動作に移行しないことが望ましいことから
、近距離フラグに１をセットした場合には、ステップ＃２４７において、２Ｒスイッチが
オンか否かの判定を行わないようにしている。
【０１０３】
次に、第２のコントラストＡＦのためにコントラスト情報の取得を行なう（＃２５１）。
続いて、駆動方向に前回と同じ方向をセットし（＃２５３）、駆動量として第３所定値を
セットする（＃２５５）。この第３所定値は、図１５（Ｂ）において、フォーカスレンズ
の繰り出し量ＬＤ３に相当し、また、図１７における撮像素子２１１の撮像面における許
容錯乱円径φimgに対応するデフォーカス量Δｆimgに関連する量である。
【０１０４】
続いて、レンズＣＰＵ１１１に対してレンズ駆動制御を指示し（＃２５７）、ステップ＃
２５３、＃２５５でセットしたレンズ駆動量、駆動方向を送信する（＃２５９）。レンズ
ＣＰＵ１１１は、光学系駆動機構１０７を制御して撮影光学系１０１の駆動制御を行う。
駆動制御が終わると、ボディＣＰＵ２５１にレンズ駆動完了信号を送信するので、ボディ
ＣＰＵ２５１は、このレンズ駆動完了信号を受信するまで待機状態となる（＃２６１）。
【０１０５】
ボディＣＰＵ２５１がレンズ駆動完了信号を受信すると、次に、コントラスト情報を取得
する（＃２６３）。そして、このコントラスト情報が前回よりも向上したか否かの判定を
行なう（＃２６５）。判定の結果、コントラストが向上していた場合には、近距離フラグ
が１か否かを判定し（＃２８３）、２Ｒスイッチがオンか否かを判定する（＃２８５）。
判定の結果、近距離フラグが１である場合、若しくは近距離フラグが１でなくかつ２Ｒス
イッチがオンとなっていなかった場合には、１Ｒスイッチがオンか否かを判定する（＃２
８７）。
【０１０６】
ステップ＃２８３、＃２８５、＃２８７における判定の結果、近距離フラグが１であるか
若しくは近距離フラグが１でなくかつ２Ｒスイッチがオフであり、かつ１Ｒスイッチがオ
ンであれば、ステップ＃２５７に戻り、コントラストが向上する限り、前述のステップを
繰り返す。一方、近距離フラグが１ではなく、かつ２Ｒスイッチがオンとなると、ステッ
プ＃２７９にジャンプして、ステップ＃２７９、＃２８１の処理をした後に、元のルーチ
ンに戻る。これは、第１の合焦表示が行われた後、第２のコントラストＡＦを行っている
際に、２Ｒスイッチがオンした場合の動作を規定したものであり、近距離フラグが１でな
ければ、２Ｒスイッチがオンすれば第２のコントラストＡＦを中断するが、一方、近距離
フラグが１であれば、２Ｒスイッチのオンを検出しないので２Ｒスイッチがオンしても第



(19) JP 2009-48126 A 2009.3.5

10

20

30

40

50

２のコントラストＡＦは中断されないようになっている。
【０１０７】
ステップ＃２６５における判定の結果、コントラストが低下すると、駆動方向を前回の逆
をセットし（＃２６７）、駆動量として第４所定値を設定する（＃２６９）。レンズ駆動
量としての第４所定値は、図１５（Ｂ）に示すように、フォーカスレンズの繰り出し量Ｌ
Ｄ３の半分に相当する。コントラストのピーク位置を超えていることから、前回と今回の
中間にピーク位置があると想定して、第３所定値の半分としている。
【０１０８】
続いて、レンズＣＰＵ１１１にレンズ駆動制御を指示し（＃２７１）、ステップ＃２６７
、＃２６９においてセットしたレンズ駆動量および駆動方向を送信する（＃２７３）。レ
ンズＣＰＵ１１１は、レンズ駆動制御指示等を受信すると、光学系駆動機構１０７によっ
て駆動制御を行い、駆動制御が完了すると、ボディＣＰＵ２５１に駆動完了信号を送信す
る。ボディＣＰＵ２５１は、このレンズ駆動完了信号の受信待ちの状態となり（＃２７５
）、駆動完了信号を受信すると、第２の合焦表示を行なう（＃２７７）。
【０１０９】
この表示は、図１４（Ｂ）に示すように、液晶モニタ２６の表示面に第１の合焦表示３１
１と共に第２の合焦表示３１２がなされる。第２の合焦表示３１２が表示される状態は、
撮像素子２２１の画素の許容錯乱円径と同程度の高精度の合焦状態であり、また、位相差
ＡＦにおける合焦精度と同程度である。第２合焦表示３１２を行なうと、次に、ステップ
＃２４１と同様にレンズ位置情報要求を指示し（＃２７９）、ステップ＃２４３と同様に
レンズ情報の取得を行ない（＃２８１）、元のルーチンに戻る。
【０１１０】
本実施形態においては、コントラストのピーク位置を通過した場合に、駆動量を半分にし
て逆方向に駆動していたが（＃２２５、＃２２７、＃２６７、＃２６９）、これに限らず
、例えば、３点補間法等の補間演算により、コントラストのピーク位置に移動させるよう
にしても良い。
【０１１１】
このように、本実施形態においては、第１のコントラストＡＦ制御による第１の合焦時の
撮影倍率が装着されている交換レンズ１００の最大倍率の１／４よりも大きい場合（＃２
４５においてＹ）、つまり、被写体が近距離にある場合、言い換えると、被写界深度が浅
い領域にピントが合っている場合には、高精度の第２のコントラストＡＦ制御まで実行す
るようにしている。すなわち、第１のコントラストＡＦ制御の際に、被写体が近距離側（
被写界深度が浅い領域）にある場合には、近距離フラグをセットし、第２のコントラスト
ＡＦ制御の際に、高精度の合焦状態に達するまでは（＃２７７）、レリーズ釦２１が全押
しされ２Ｒがオンとなっても、撮影動作に移行しないようにしている（＃２８３で近距離
フラグがセットされていると、＃２８５において２Ｒスイッチの判定を行わない）。この
結果、近距離フラグが１にセットされている場合には、第２のコントラストＡＦが選択さ
れることになる。
【０１１２】
被写体が近距離側にある場合（被写界深度が浅い領域にある場合）には、本実施形態よれ
ば、高精度のコントラストＡＦ制御を行うようにしているので、ピントの合った写真撮影
を行うことができる。なお、本実施形態においては、ステップ＃２４５において、撮影倍
率が最大撮影倍率の１／４より大きいか否かを判定していたが、この判定値は、撮影レン
ズの特性等を考慮して適宜、変更してもよい。また、本実施形態においては、ステップ＃
２４５の判定にあたっては、撮影倍率で行っていたが、被写体距離によって行ってもよい
。また、被写界深度は、交換レンズ１００の焦点距離や、撮影時の絞り値等によっても変
化するので、これらの特性値を考慮して判定するようにしても良いことは勿論である。
【０１１３】
さらに、本実施形態においては、撮影モードとしてマクロモードか否かの判定をおこなっ
ていたが、これに限らず、ポートレートモードのように被写界深度の浅い領域で撮影する
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モード等も判別対象としてもよい。同様に、本実施形態においては、マクロレンズか否か
を判定していたが、交換レンズ１００の至近側被写体距離に基づいて判定するようにして
も勿論構わない。
【０１１４】
また、本実施形態におけるステップ＃１０５において、コントラストＡＦを行った後、ス
テップ＃１２１において、位相差ＡＦを行なっている。コントラストＡＦでは少なくとも
高速かつ粗い合焦精度の焦点調節を行なっており、その上で、ステップ＃１２１において
高精度の位相差ＡＦを行なうようにしている。コントラストＡＦの合焦精度は粗い精度(
第１の合焦精度)ではあるが一応の合焦状態となっていることから、その合焦状態から高
精度の焦点調節が完了するまでにはそれ程時間がかからず、そのため、タイムラグが少な
く、かつ高精度の焦点調節ができる。
【０１１５】
さらに、本実施形態におけるステップ＃１１３の判定において、第２の合焦表示がなされ
ていた場合には、すなわち、高精度コントラストＡＦで合焦した場合には、ステップ＃１
２１における位相差ＡＦを省略している。すなわち、本実施形態においては、高速コント
ラストＡＦと位相差ＡＦの組み合わせで焦点調節を行う第１の焦点調節モードと、高速コ
ントラスＡＦの後に高精度コントラストＡＦによって焦点調節を行う第２の焦点調節モー
ドを備えているが、位相差ＡＦを省略することで位相差ＡＦに要する時間分、タイムラグ
を短縮することができる。また、高精度コントラストＡＦでは、位相差ＡＦと同程度の高
精度の焦点調節ができ、十分な合焦精度を確保できる。
【０１１６】
さらに、本実施形態におけるステップ＃１１５において、位相差ＡＦの不要条件を判定し
、この不要条件に当てはまる場合には、ステップ＃１２１における位相差ＡＦを省略して
いる。このため、位相差ＡＦに要する時間分、タイムラグを短縮することができ、高精度
の焦点調節を行なうことができる。なお、位相差ＡＦの不要条件として、本実施形態にお
いては、３つの条件で判定していたが、これに限らず、他の要件を追加してもよく、また
いずれかの要件を省略してもよい。いずれにしても、高精度の位相差ＡＦを行なわなくて
も、十分な合焦精度が得られる状態であれば、位相差ＡＦを省略することができる。
【０１１７】
さらに、本実施形態におけるステップ＃１１７において、ＡＦロックがなされているか否
かを判定し、ＡＦロックがなされていた場合には、ステップ＃１２１における位相差ＡＦ
を省略している。このため、位相差ＡＦに要する時間分、タイムラグを短縮することがで
きる。特に、ＡＦロックを行なっている場合には、撮影者が合焦位置をすでに確定してお
り、かつ迅速に撮影を行いたい場合が多く、また、少なくとも第１の合焦表示がなされて
おり、一応の合焦精度も確保することができる。なお、本実施形態においては、ＡＦロッ
ク釦２８が操作された場合に、位相差ＡＦを省略していたが、ＡＦロック釦２８に限らず
、他の操作部材が操作された場合に位相差ＡＦを省略するようにしてもよい。
【０１１８】
次に、図１５乃至図１７を用いて、本実施形態におけるコントラストＡＦの合焦精度につ
いて説明する。図１６（Ａ）に示すように、撮像素子２２１の撮像面の画素として、横が
３６４８画素、縦が２７３８画素とする。一方、液晶モニタ２６の液晶モニタ面は、図１
６（Ｂ）に示すように、横が６４０画素、縦が３２０画素から構成されているとしたら、
撮像素子２２１に比較して、許容錯乱円径は、大体１／７程度であり、ＬＰＦ係数を考慮
しても、大体１／４程度であることから、液晶モニタ２６の許容錯乱円径φLCDは、
　　φLCD ＝ （3648／640）＊φimg／α
　　　　　 ≒ ４＊φimg
となる。なお、＊は乗算記号である。
【０１１９】
そして、液晶モニタ２６の許容錯乱円径φLCDに相当する液晶モニタ用許容デフォーカス
量ΔｆLCDは、
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　　ΔｆLCD ＝ φLCD ／ F
　　ここで、Ｆ：レンズの絞り値（ＦＮｏ．）
　　　　　　Ｆ＝Ｄ／ｆ　（Ｄ：口径、ｆ：焦点距離）
【０１２０】
したがって、第１合焦表示（＃２３５）における合焦精度は、駆動量を第１所定値として
おり、この第１所定値として、図１５（Ａ）に示すように、第１所定値として、β＊Δｆ
LCDを採用すれば、液晶モニタ２６の許容錯乱円径φLCD程度の合焦精度を得ることができ
る。ここで、β≒５～１５である（βは経験値）。
【０１２１】
一方、図１６（Ａ）に示すように、撮像素子２２１の撮像面（受光面）は、横が３６４８
画素、縦が２８３８画素から構成されている。この撮像素子２２１の許容錯乱円径φimg
は、
　　φimg ＝ α＊Ｘ
　　ここで、α：ＬＰＦ係数（＝１．５～２）
　　　　　　Ｘ：セルサイズ
となる。ＬＰＦ係数は、赤外カットフィルタ・ローパスフィルタ２１７の影響による係数
であることから、撮像素子２２１の許容錯乱円径φimgは、撮像素子の画素のサイズに、
ローパスフィルタを考慮した係数を乗算することにより得られる。
【０１２２】
そして、撮像素子２２１の許容錯乱円径φimgに相当する撮像用許容デフォーカス量Δｆi
mgは、
　　Δｆimg ＝ φimg ／ F
　　ここで、Ｆ：レンズの絞り値（ＦＮｏ．）
　　　　　　Ｆ＝Ｄ／ｆ　（Ｄ：口径、ｆ：焦点距離）
【０１２３】
したがって、第２合焦表示（＃２７７）における合焦精度は、駆動量を第２所定値として
おり、この第２所定値として、図１５（Ｂ）に示すように、γ＊Δｆimgを採用すれば、
撮像素子２２１の許容錯乱円径φimg程度の合焦精度を得ることができる。ここで、γ≒
３である（γは経験値）。なお、個々で説明した画素数等は、例示であり、ここの撮影装
置の設計値に応じた許容錯乱円径、デフォーカス量、駆動量を決定すればよい。なお、位
相差ＡＦにおける合焦許容範囲もΔｆimgに基づいて決定されるものである。
【０１２４】
次に、図１２を用いて、交換レンズ１００のレンズＣＰＵ１１１での動作を説明する。ま
ず、ボディＣＰＵ２５１からレンズ情報要求指示がなされたか否かの判定を行なう（＃３
０１）。判定の結果、要求指示がなされている場合には、レンズ情報を送信する（＃３１
１）。ここでのレンズ情報としては、開放絞り値、最小絞り値、レンズの色バランス情報
、収差情報、ＡＦのための情報等、レンズ固有の情報であり、レンズＣＰＵ１１１内また
は図示しないＥＥＰＲＯＭ等の電気的に書き換え可能なメモリに記憶された情報である。
【０１２５】
ステップ＃３０１における判定の結果、レンズ情報要求指示ではなかった場合には、レン
ズ位置情報要求か否かの判定を行なう（＃３０３）。判定の結果、位置情報要求であった
場合には、レンズ位置情報をボディＣＰＵ２５１に送信する（＃３１３）。レンズ位置情
報は、光学系位置検出機構１０５によって検出されるので、この情報を送信する。
【０１２６】
ステップ＃３０３における判定の結果、位置情報要求指示ではなかった場合には、絞込み
指示か否かの判定を行なう（＃３０５）。判定の結果、絞込み指示であった場合には、続
いて、ボディＣＰＵ２５１から送信されてくる絞込み量を受信する（＃３１５）。絞込み
量を受信すると、絞り駆動機構１０９によって行なわれる絞り１０３の絞込み駆動の制御
を行う（＃３１７）。
【０１２７】
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ステップ＃３０５における判定の結果、絞り込み指示ではなかった場合には、絞り開放指
示か否かの判定を行なう（＃３０７）。判定の結果、絞り開放指示であった場合には、絞
り駆動機構１０９によって行なわれる絞り１０３の絞り開放駆動の制御を行う（＃３１７
）。
【０１２８】
ステップ＃３０７における判定の結果、絞り開放指示ではなかった場合には、レンズ駆動
制御指示か否かの判定を行なう（＃３０９）。判定の結果、レンズ駆動制御指示であった
場合には、続いて送信されてくるレンズ駆動量と駆動方向を受信する（＃３２１）。レン
ズ駆動量と駆動方向を受信すると、レンズＣＰＵ１１１は光学系駆動機構１０７を制御し
て撮影光学系１０１の駆動制御を行う（＃３２３）。そして、所定の駆動量を駆動すると
、ボディＣＰＵ２５１にレンズ駆動完了信号を送信する（＃３２５）。
【０１２９】
上述したように、本発明の実施形態においては、撮影光学系１０１を介して入射した被写
体光束を撮像面で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを出
力する撮像素子２２１と、撮像素子２２１で取得した画像データを用いてライブビュー表
示動作を行う液晶モニタ２６と、ライブビュー表示動作を実行しつつ、画像データから被
写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて撮影光学系１０１を
第１の合焦許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段（コントラストＡＦ回路２５３
等、＃２０１～＃２３５）と、コントラスト情報に基づいて撮影光学系１０１を第１の合
焦許容範囲よりも狭い第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段（コント
ラストＡＦ回路２５３等、＃２５１～＃２８７）と、撮影光学系１０１が被写界深度の浅
い領域でピントを合わせているか否かを判別する判別手段（＃２３６～＃２４６）と、ラ
イブビュー表示動作の実行中にレリーズ釦２１の半押し操作が行われた場合には、判別手
段の判別結果に基づいて、第１のコントラストＡＦ手段によって第１の合焦許容範囲に撮
影光学系１０１を導くか、さらに第２のコントラストＡＦ手段によって第２の合焦許容範
囲まで撮影光学系１０１を導くかを選択する制御手段（ボディＣＰＵ２５１、＃２８３で
分岐）を具備している。
【０１３０】
また、本発明の実施形態においては、撮影光学系１０１を介して入射した被写体光束を撮
像面で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像
素子２２１と、撮像素子２２１で取得した画像データを用いてライブビュー表示動作を行
う液晶モニタ２６と、ライブビュー表示動作を実行しつつ、画像データから被写体像のコ
ントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて撮影光学系１０１を第１の合焦
許容範囲内に導く第１のコントラストＡＦ手段（コントラストＡＦ回路２５３等、＃２０
１～＃２３５）と、コントラスト情報に基づいて撮影光学系１０１を第１の合焦許容範囲
よりも狭い第２の合焦許容範囲内に導く第２のコントラストＡＦ手段（コントラストＡＦ
回路２５３等、＃２５１～＃２８７）と、撮影光学系１０１の種別、または撮影モードを
判別する判別手段（＃２３６～＃２４６）と、ライブビュー表示動作の実行中にレリーズ
釦２１の半押し操作が行われた場合には、判別手段の判別結果に基づいて、第１のコント
ラストＡＦ手段と第２のコントラストＡＦ手段のいずれか一方を選択する制御手段（ボデ
ィＣＰＵ２５１、＃２８３で分岐）を具備している。
【０１３１】
このように、本実施形態においては、被写界深度の浅い領域（近距離側）で撮影が行われ
るか否かを判別し、判別結果に応じて、コントラストＡＦ制御手段による制御を変更して
いることから、タイムラグが少なく、かつ高精度に焦点調節を行なうことができる。
【０１３２】
さらに、本実施形態においては、撮影光学系１０１を介して入射した被写体光束を撮像面
で受光し、この撮像面に結像した被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像素子
２２１と、ライブビュー表示動作を実行しつつ、撮像素子２２１で取得した画像データを
用いてライブビュー表示動作を行う液晶モニタ２６と、撮像素子２２１で取得した画像デ
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ータから被写体像のコントラスト情報を求め、このコントラスト情報に基づいて撮影光学
系１０１を合焦位置に移動させるコントラストＡＦ手段（コントラストＡＦ回路２５３等
、＃１０５）と、被写体光束を受光して撮影光学系１０１の焦点ズレ量を位相差方式で検
出し、その検出結果に応じて上記撮影レンズを合焦位置に移動させる位相差ＡＦ手段（位
相差ＡＦセンサ２４３等、＃１２１）と、撮影光学系１０１が近距離側にピントを合わせ
ているか否かを判別する判別手段（＃２４６）と、ライブビュー表示動作の実行中にレリ
ーズ釦２１の半押し操作が行われた場合には（＃５３）、コントラストＡＦ手段による焦
点調節動作を実行し（＃１０５）、その後、レリーズ釦２１の全押し操作が行われた場合
には（＃１０７）、位相差ＡＦ手段による焦点調節動作を実行するように制御する（＃１
２１）制御手段（ボディＣＰＵ２５１）を具備している。そして、制御手段は、判別手段
によって撮影光学系１０１が近距離側にピント合わせを行っていると判別された場合には
（＃２８３で第２合焦表示がなされるまで焦点調節、その後、＃１１３で分岐し＃１２１
をスキップ）、位相差ＡＦ手段による焦点調節動作を実行しないように制御している。
【０１３３】
このように、本実施形態においては、近距離側（被写界深度の浅い領域）で撮影が行われ
るか否かを判別し、判別結果に応じて、レリーズ釦の全押しがなされた際に、位相差ＡＦ
による焦点調節動作を実行しないようにしていることから、タイムラグが少なく、かつ高
精度に焦点調節を行なうことができる。
【０１３４】
なお、本実施形態においては、可動ミラー２０１のアップダウンにより、被写体光束をフ
ァインダ光学系と撮像素子に切り換えるようにしていたが、これに限らず、ハーフミラー
を配置して被写体光束を振り分けるようにしても良い。また、位相差ＡＦによる合焦精度
は、高精度コントラストＡＦによる第２の合焦表示の際の精度と同程度としたが、これに
限らず、いずれかの合焦精度の方が高精度としてもよい。ただし、位相差ＡＦによる合焦
精度は高速コントラストＡＦにおける第１の合焦表示の際の制度より高精度とする。さら
に、位相差ＡＦ制御のサブルーチンにおいて、焦点検出ポイントの中で最至近のポイント
を選択していたが（＃１８３）、これに限らず、複数の焦点検出結果の中間値等を選択し
ても良く、また、複数の焦点検出結果を評価演算によって適宜、処理しても良い。
【０１３５】
また、本実施形態においては、デジタルカメラとして一眼レフタイプに適用した例を説明
したが、本発明はライブビュー表示を行なうと共に、コントラストＡＦによって焦点調節
することのできるデジタルカメラ等の電子撮像装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１３６】
【図１】本発明の一実施形態におけるデジタル一眼レフカメラを背面から見た外観斜視図
である。
【図２】本発明を適用した一実施形態におけるデジタル一眼レフカメラの全体構成を示す
ブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態におけるカメラ本体側におけるパワーオンリセットの動作を
示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態におけるライブビュー表示の動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】本発明の一実施形態におけるライブビュー表示の動作を示すフローチャートであ
る。
【図６】本発明の一実施形態におけるライブビュー表示の動作を示すフローチャートであ
る。
【図７】本発明の一実施形態における撮影動作Ａの動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態における撮影動作Ｂの動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明の一実施形態における位相差ＡＦ制御の動作を示すフローチャートである
。
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【図１０】本発明の一実施形態におけるコントラストＡＦ制御の動作を示すフローチャー
トである。
【図１１】本発明の一実施形態におけるコントラストＡＦ制御の動作を示すフローチャー
トである。
【図１２】本発明の一実施形態における交換レンズ側におけるパワーオンリセットの動作
を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の一実施形態におけるＡＦモード設定のメニュー表示画面を示す図であ
る。
【図１４】本発明の一実施形態における合焦完了表示を示す図であり、（Ａ）は第１の合
焦表示を示し、（Ｂ）は第２の合焦表示を示す図である。
【図１５】本発明の一実施形態におけるコントラスト情報とフォーカスレンズの駆動関係
を示す図であり、（Ａ）は高速コントラストＡＦの場合であり、（Ｂ）は高精度コントラ
ストＡＦの場合を示す図である。
【図１６】本発明の一実施形態における撮像素子と液晶モニタの許容錯乱円径を説明する
図であり、（Ａ）は撮像素子の許容錯乱円径を示し、（Ｂ）は液晶モニタの許容錯乱円径
を示す。
【図１７】本発明の一実施形態における許容錯乱円径とデフォーカス量の関係を示す図で
ある。
【符号の説明】
【０１３７】
２１・・・レリーズ釦、２２・・・撮影モードダイヤル、２４・・・情報設定ダイヤル、
２６・・・液晶モニタ、２７・・・連写／単写釦、２８・・・ＡＦロック釦、３０・・・
十字釦、３０Ｕ・・・アップ用十字釦、３０Ｄ・・・ダウン用十字釦、３０Ｒ・・・右用
十字釦、３０Ｌ・・・左用十字釦、３１・・・ＯＫ釦、３３・・・ライブビュー表示釦、
３４・・・拡大釦、３７・・・メニュー釦、３８・・・再生釦、４０・・・メディア装填
蓋、５０・・・ストロボ、１００・・・交換レンズ、１０１・・・撮影光学系、１０３・
・・絞り、１０５・・・光学系位置検出機構、１０７・・・光学系駆動機構、１０９・・
・絞り駆動機構、１１１・・・レンズＣＰＵ、２００・・・カメラ本体、２０１・・・可
動ミラー、２０３・・・サブミラー、２０５・・・フォーカシングスクリーン、２０７・
・・ペンタプリズム、２１１・・・測光センサ、２１３・・・フォーカルプレーンシャッ
タ、２１５・・・防塵フィルタ、２１６・・・圧電素子、２１７・・・赤外カットフィル
タ・ローパスフィルタ、２２１・・・撮像素子、２２３・・・撮像素子駆動回路、２２５
・・・前処理回路、２２７・・・手振れセンサ、２２９・・・手振れ補正回路、２３１・
・・シフト機構駆動回路、２３３・・・シフト機構、２３５・・・防塵フィルタ駆動回路
、２３７・・・可動ミラー駆動機構、２４１・・・測光処理回路、２４３・・・位相差Ａ
Ｆセンサ、２４５・・・位相差ＡＦ処理回路、２５０・・・ＡＳＩＣ、２５１・・・シー
ケンスコントローラ（ボディＣＰＵ）、２５２・・・データバス、２５３・・・コントラ
ストＡＦ回路、２５５・・・ＡＥ回路、２５７・・・画像処理回路、２５９・・・圧縮伸
長回路、２６１・・・ビデオ信号出力回路、２６３・・・液晶モニタ駆動回路、２６５・
・・ＳＤＲＡＭ検知回路、２６７・・・ＳＤＲＡＭ、２７１・・・入出力回路、２７３・
・・通信回路、２７５・・・記録媒体制御回路、２７７・・・記録媒体、２７９・・・フ
ラッシュメモリ制御回路、２８１・・・フラッシュメモリ、２８３・・・スイッチ検知回
路、２８５・・・各種スイッチ、３００・・・通信接点、３１１・・・第１合焦表示、３
１２・・・第２合焦表示
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